事　業　計　画　書（記入例）

	除外の経緯
(具体的に記入)
	（住宅）現在、〇〇市のアパートに住んでいる息子夫婦が、両親の介護や農業の手伝いなどを考え、私の居住する住居の隣に新築住宅を建てるため、隣接する農地を転用するものです。駐車場や進入路を含め２８０㎡以上の面積を必要とするため、該当農地すべてを転用し住宅用地にします。

（駐車場）現在、私が経営している（株）〇〇〇の事業拡大に伴い、社用車の駐車場（美咲町原田△△－△）が足りなくなり、会社から離れた場所（美咲町原田☆☆－☆）を借りて社用車４台を駐車していますが、この度、会社に隣接する農地の所有者と売買の話が進んだため、農地面積１２０㎡の全てを駐車場用地及び進入路として転用します。

（資材置場）私が経営する（株）〇〇建設の事業拡大に伴う、重機３台と建築資材置場用の倉庫を、現在の会社用地（美咲町原田◇◇－◇）横に建築するため、隣地の荒廃農地を購入し造成するものです。必要面積は駐車場とその転回に１００㎡、倉庫に８０㎡必要なため、該当農地を分筆し、１８０㎡部分を除外し転用する計画です。

	除外必要面積
	　〇〇〇㎡のうち　　〇〇〇㎡（必要な面積しか除外できません。）

	工事予定時期
	造成工事　令和　　年　　月　　日 ～ 令和　　年　　月　　日

建築工事　令和　　年　　月　　日 ～ 令和　　年　　月　　日

	備　　　考
	



